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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　廃棄物（５０）を収容する１つ以上の廃棄物容器（２０）と、前記１つ以上の廃棄物容
器（２０）の廃棄物の状態を検知するために前記１つ以上の廃棄物容器（２０）上に設け
られた１つ以上のセンサ機構（３０、４０）から、無線通信ネットワーク（７０）を介し
て１つ以上の信号を受信するサーバシステム（１００）と、を含む、廃棄物収集システム
（１０）であって、
　前記サーバシステム（１００）が、前記１つ以上の信号を受信したことに応じて、１つ
以上の廃棄物収集車両（１５０）が前記１つ以上の廃棄物容器（２０）から廃棄物を収集
するための経路を計算すべく動作可能であり、
　前記１つ以上の廃棄物容器（２０）の前記センサ機構（３０、４０）がそれぞれ、対応
する廃棄物容器（２０）内の廃棄物の体積を特定する廃棄物状態センサ機構と、前記対応
する廃棄物容器（２０）の空間位置を特定する空間位置特定センサとを含み、
　前記センサ機構（３０、４０）が、前記センサ機構（３０、４０）に関連付けられた前
記廃棄物容器（２０）の廃棄物収集を実施してそこから廃棄物（５０）を収集する必要が
あることを利用者が前記サーバシステム（１００）に伝達することを可能にする利用者作
動式入力センサを含み、
　前記サーバシステム（１００）が、前記１つ以上の廃棄物容器（２０）に影響を及ぼす
パラメータ（Ａ）によって定義された多次元探索空間を探索して前記経路を決定するため
にモンテカルロシミュレーションを用いるように構成され、
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　前記パラメータ（Ａ）は、前記空間位置、前記廃棄物の性質、前記廃棄物の状態、前記
廃棄物容器の充填率、前記廃棄物の収集日、前記廃棄物容器へのアクセスの容易さ、前記
性質に関する罰則、交通条件、の少なくともいずれかを含む、
廃棄物収集システム（１０）。
【請求項２】
　前記１つ以上の廃棄物容器（２０）の前記１つ以上のセンサ機構（３０、４０）が、前
記廃棄物（５０）が健康被害を招き得る発酵状態にあるか否かを特定し、かつ対応する情
報を特定して、前記廃棄物収集システム（１０）を制御するサーバシステム（１００）に
送信するように構成されており、前記１つ以上のセンサ機構が、前記廃棄物（５０）の発
酵及び／又は生分解レベルを測定する温度センサ及びメタンセンサの組み合わせを含むこ
とを特徴とする、請求項１に記載の廃棄物収集システム（１０）。
【請求項３】
　前記１つ以上の廃棄物容器（２０）から前記廃棄物（５０）を収集している間に前記経
路を実質的にリアルタイムで動的に修正するために、前記１つ以上の車両（１５０）の空
間位置及びそれらの廃棄物収容状態を実質的にリアルタイムで検知する車両センサ機構が
、前記１つ以上の廃棄物収集車両（１５０）に提供されることを特徴とする、請求項２に
記載の廃棄物収集システム（１０）。
【請求項４】
　前記サーバシステム（１００）が、前記１つ以上の車両（１５０）の１以上の事業者に
よる、前記廃棄物容器（２０）のうちの１つ以上から廃棄物（５０）を収集するための競
争入札を可能にする利用者ポータルを含むことを特徴とする、請求項１から３のいずれか
一項に記載の廃棄物収集システム（１０）。
【請求項５】
　前記サーバシステム（１００）が、
　前記廃棄物容器（２０）のうちの１つ以上から廃棄物（５０）を収集するために前記１
つ以上の車両（１５０）の１以上の事業者から提示された複数の入札価格を受け付ける複
数の作業依頼を計算するための１つ以上の信号を生成し、
　前記１つ以上の車両（１５０）の１つ以上の車両状態を検知するために１つ以上の信号
を前記１つ以上の車両（１５０）の前記１つ以上のオペレータから受信し、
　前記廃棄物容器（２０）のうちの１つ以上から廃棄物（５０）を収集するために前記１
つ以上の車両（１５０）の前記１つ以上のオペレータから提示された前記複数の入札価格
から最低入札価格を選択し、
　前記最低入札価格の選択について前記１つ以上の車両（１５０）の前記１以上の事業者
に通知し、
　前記廃棄物容器（２０）のうちの１つ以上からの廃棄物（５０）の収集時まで前記作業
依頼を追跡するように構成されることを特徴とする、請求項４に記載の廃棄物収集システ
ム（１０）。
【請求項６】
　１つ以上の信号を用いて複数の作業依頼が計算され、前記複数の作業依頼が、廃棄物容
器の前記廃棄物状態センサ機構（３０、４０）及び前記空間位置特定センサから提供され
た信号、並びに車両の種類及び状態に基づくことを特徴とする、請求項５に記載の廃棄物
収集システム（１０）
【請求項７】
　前記システム（１００）が前記１つ以上の車両（１５０）の前記１以上の事業者の車両
状態を受信するように構成されており、前記車両状態が前記１つ以上の車両（１５０）の
１以上の事業者によって予め入力されることを特徴とする、請求項５又は６に記載の廃棄
物収集システム（１０）。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれかに記載の廃棄物収集システム（１０）で用いる廃棄物容器（
２０）であって、前記廃棄物容器（２０）の廃棄物の状態を特定し、かつ対応する情報を
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、前記廃棄物収集システム（１０）を制御するサーバシステム（１００）に送信するため
のセンサ機構（３０、４０）を備え、
　前記１つ以上の廃棄物容器（２０）の前記センサ機構（３０、４０）がそれぞれ、対応
する廃棄物容器（２０）内の廃棄物の体積を特定する廃棄物状態センサ機構と、前記対応
する廃棄物容器（２０）の空間位置を特定する空間位置特定センサとを含み、
　前記センサ機構（３０、４０）が、前記センサ機構（３０、４０）に関連付けられた前
記廃棄物容器（２０）の廃棄物収集を実施してそこから廃棄物（５０）を収集する必要が
あることを利用者が前記サーバシステム（１００）に伝達することを可能にする利用者作
動式入力センサを含む、
ことを特徴とする、廃棄物容器（２０）。
【請求項９】
　廃棄物（５０）を収容する１つ以上の廃棄物容器（２０）と、前記１つ以上の廃棄物容
器（２０）の廃棄物の状態を検知するために前記１つ以上の廃棄物容器（２０）上に設け
られたセンサ機構（３０、４０）から、無線通信ネットワーク（７０）を介して１つ以上
の信号を受信するサーバシステム（１００）と、を含む廃棄物収集システム（１０）を動
作させる方法であって、
　前記１つ以上の信号を前記センサ機構（３０、４０）から受信するように前記サーバシ
ステム（１００）を動作させることと、
　１つ以上の廃棄物収集車両（１５０）が前記１つ以上の廃棄物容器（２０）から廃棄物
を収集するための経路を前記１つ以上の信号から計算することと、
　前記１つ以上の廃棄物容器（２０）の前記センサ機構（３０、４０）のそれぞれに、対
応する廃棄物容器（２０）内の廃棄物の体積を特定する廃棄物状態センサ機構と、前記対
応する廃棄物容器（２０）の空間位置を特定する空間位置特定センサとを組み込むことと
、
　前記センサ機構（３０、４０）に関連付けられた前記廃棄物容器（２０）の廃棄物収集
を実施してそこから廃棄物（５０）を収集する必要があることを利用者が前記サーバシス
テム（１００）に伝達することを可能にする利用者作動式入力センサを含むように前記セ
ンサ機構（３０、４０）を構成することと、
　前記１つ以上の廃棄物容器（２０）に影響を及ぼすパラメータ（Ａ）によって定義され
た多次元探索空間を探索して前記経路を決定するためにモンテカルロシミュレーションを
用いるように前記サーバシステム（１００）を動作させることと、
を含み、ここで前記パラメータ（Ａ）は、前記空間位置、前記廃棄物の性質、前記廃棄物
の状態、前記廃棄物容器の充填率、前記廃棄物の収集日、前記廃棄物容器へのアクセスの
容易さ、前記性質に関する罰則、交通条件、の少なくともいずれかを含む、方法。
【請求項１０】
（ｄ）　前記廃棄物（５０）が健康被害を招き得る発酵及び／又は生分解状態にあるか否
かを特定するように、前記１つ以上の廃棄物容器（２０）の前記１つ以上のセンサ機構（
３０、４０）を動作させることと、
（ｅ）　対応する情報を特定し、前記廃棄物収集システム（１０）を制御する前記サーバ
システム（１００）に送信することと、
（ｆ）　温度センサ及びメタンセンサの組み合わせを含むよう前記１つ以上のセンサ機構
を構成し、前記廃棄物（５０）の発酵及び／又は生分解レベルを測定することと、を含む
ことを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記１つ以上の廃棄物容器（２０）から前記廃棄物（５０）を収集している間に前記経
路を実質的にリアルタイムで動的に修正するために、前記１つ以上の車両（１５０）の空
間位置及びそれらの廃棄物収容状態を実質的にリアルタイムで検知する車両センサ機構を
、前記１つ以上の廃棄物収集車両（１５０）に提供することを含むことを特徴とする、請
求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
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　前記１つ以上の車両（１５０）の事業者による、前記廃棄物容器（２０）のうちの１つ
以上から廃棄物（５０）を収集するための競争入札を可能にする利用者ポータルを、前記
サーバシステム（１００）を介して提供することを含むことを特徴とする、請求項９～１
１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記経路は、前記廃棄物の収集に要するコストと、前記廃棄物の再資源化値との少なく
ともいずれかに基づいて計算される、請求項９から１２のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】
　前記経路は、前記廃棄物の収集に要するコストと、前記廃棄物の再資源化値との少なく
ともいずれかに基づいて計算される、請求項１から７のいずれかに記載の廃棄物収集シス
テム（１０）。
【請求項１５】
　装置の処理手段で実行されると、前記装置に、請求項９～１３のいずれか一項に記載の
方法を遂行させるように構成されるプログラム命令を備える、コンピュータプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、スマート廃棄物収集システム、例えば、無線機能付き監視機構が設けられた１
つ以上の廃棄物容器（別名「ゴミ容器」）を含むスマート廃棄物収集システム、及び１つ
以上の廃棄物収集車両が１つ以上の廃棄物容器から廃棄物を収集する際の最適なスケジュ
ールを作成するために、廃棄物を示す信号を１つ以上の廃棄物容器から受信する制御セン
ターに関する。更に、本願は、廃棄物の収集方法、例えば、無線機能付き監視機構が設け
られた１つ以上の廃棄物容器を監視する方法、及び１つ以上の廃棄物収集車両が１つ以上
の廃棄物容器から廃棄物を収集する際の最適なスケジュールを作成するために、廃棄物を
示す信号を１つ以上の廃棄物容器から受信する制御センターを運用する方法に関する。更
に、本願は、不揮発性機械可読データ記憶媒体上に記録されたソフトウェア製品であって
、前述の方法を実施するためのコンピュータハードウェア上で実行可能なソフトウェア製
品に関する。
【背景】
【０００２】
　本来、動物の個体数は利用可能な食料供給に比例して増加し、動物の個体数が利用可能
な食料供給を著しく上回ると、多くの場合、個体数崩壊が発生する。人口に関しても同様
の増加傾向が生じており、その理由としては、食料生産方法が向上したことに加え、農業
や食料流通のためのエネルギーを提供することを目的として炭化水素化石燃料等のエネル
ギーに関し、その供給源の利用可能性が向上したことが挙げられる。現在の人口は約７０
億人であり、時間との相関関係で見た場合、ほぼ指数関数的に増加している。最終的には
、将来のある時点から「ピークオイル」が高度技術社会の経済に影響を及ぼし始め、１人
当たりのエネルギーが持続不可能なレベルまで減少することにより、約９０億人から約５
～１０億人への人口崩壊が発生すると予想されている。そのようなシナリオは、出版物「
ザ　オルドヴァイ　セオリー：エナジー、ポピュレーション　アンド　インダストリアル
　シビリゼーション（Ｔｈｅ　ＯｌｄｕｖａｉＴｈｅｏｒｙ：　Ｅｎｅｒｇｙ，　Ｐｏｐ
ｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ　Ｃｉｖｉｌｉｚａｔｉｏｎ）」（リチ
ャード　Ｃ．ダンカン博士、２００５～２００６　冬号、ジェイ　ソーシャル　コントラ
クト（Ｄｒ．　Ｒｉｃｈａｒｄ　Ｃ．　Ｄｕｎｃａｎ，　Ｗｉｎｔｅｒ　２００５－２０
０６，　Ｊ．　Ｓｏｃｉａｌ　Ｃｏｎｔｒａｃｔ））で説明されている。「アジェンダ２
１（Ａｇｅｎｄａ　２１）」（国連主導）では、人口を管理して持続可能な数まで減少さ
せることが取り上げられている。
【０００３】
　高度技術社会においては、例えば農業が機械化された結果、食料生産及び食料流通の役
割を果たす必要がある人口が相対的に減少し、その結果、残りの人口は、主に都市環境で
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、他の活動に専念することが可能となっている。国連の統計によれば、都市環境内に居住
する人口は、間もなく世界の人口の５０％を超える。
【０００４】
　人間の活動は廃棄物を作り出し、そのような廃棄物は、都市環境の秩序立った機能を妨
げないように、都市環境から除去する必要がある。人口が前述のように増加すると、かつ
てないほど多くの人々の間で既存の資源を分け合うことになるため、人々が享受している
生活水準を将来も維持しようとする場合、人間社会の稼働効率を向上させる必要がある。
人間社会の稼働効率は、廃棄物自体が潜在的な資源となる、再資源化を用いることによっ
て向上させることができる。しかしながら、再資源化活動自体が、廃棄物収集車両を稼働
させるのに必要な炭化水素化石燃料などの資源と、廃棄物収集事業者に対する報酬とを必
要とし、続いて、廃棄物収集事業者は、廃棄物収集を履行するために必要な資源となる製
品やサービスを購入するために前記報酬を使うことになる。したがって、持続可能な人口
を実現するには、人口に対して実質的な純利益となる方法で、廃棄物の再資源化活動を実
施することが重要である。
【０００５】
　都市人口の急激な増加、社会経済の発展、及び人間の生活水準向上は、結果として、廃
棄物の発生量は著しく増加させた。したがって、都市環境における廃棄物の効率的な管理
を支援する新しい技術の開発が必要とされている。ここ最近、都市廃棄物は、特にその物
質を再資源化することができる場合に資源と見なされ、それにより、一次的な天然資源採
取活動を原因とする環境破壊の発生を回避することができる。例えば、都市廃棄物は、泥
炭様物質に生物変換することができる多くの有機物質、及び熱電併給施設などの共用焼却
炉において加熱用燃料源として利用することができる多くの可燃物質を含む。
【０００６】
　都市型廃棄物を最も有益に再資源化及び／又は廃棄するには、廃棄物の廃棄方法が、資
源利用、例えばエネルギー利用及び人的資源利用に関して、可能な限り効率的であること
が望ましい。
【０００７】
　公開済の米国特許第ＵＳ７，９５７，９３７Ｂ２号（「システムズ　アンド　メソッズ
　フォー　マテリアル　マネジメント（Ｓｙｓｔｅｍｓ　ａｎｄ　ｍｅｔｈｏｄｓ　ｆｏ
ｒ　ｍａｔｅｒｉａｌ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）」、出願人：ダブリューエム　トラッシ
ュ　モニタ　プラス（ＷＭ　Ｔｒａｓｈ　Ｍｏｎｉｔｏｒ　Ｐｌｕｓ）、発明者：ウェイ
トカス（Ｗａｉｔｋｕｓ））では、容器における廃棄物の充填度又は容器の使用パターン
に基づいて廃棄物容器の内容物取り出し又は交換に関するスケジューリングを行うシステ
ム及び方法が記載されている。これらの要素から、廃棄物容器が満杯になり、空にする必
要が生じるタイミングを予測することができると考えられている。更に、このシステム及
び方法は、顧客の好み、及び／又は廃棄物容器から内容物を取り出すために利用される廃
棄物運搬業者の制限を考慮すべく動作可能である。このシステム及び方法は、前記要素に
基づき、廃棄物運搬業者が廃棄物容器から内容物を取り出すか、又は廃棄物容器を交換す
るのに最適なタイミングを決定する。更に、これらの要素は、好適なスケジューリングを
実行すべきタイミング、すなわち、所定の時間において廃棄物容器から内容物を取り出し
又は廃棄物容器を交換する必要があることを廃棄物運搬業者に通知すべきタイミングを決
定する際にも用いられる。この方法は、スケジューリングを目的としたコンピュータ制御
スケジューリングサブシステムを用いる。
【０００８】
　スマート廃棄物容器というものが知られており、例えば、公開済の米国特許出願第ＵＳ
２００９／０１２６４７３Ａ１号（「メソッド　アンド　デバイス　トゥ　インディケー
ト　ザ　コンテント　オブ　ガベージ　カンズ　アンド　ベッスルズ（Ｍｅｔｈｏｄ　ａ
ｎｄ　ｄｅｖｉｃｅ　ｔｏ　ｉｎｄｉｃａｔｅ　ｔｈｅ　ｃｏｎｔｅｎｔ　ｏｆ　ｇａｒ
ｂａｇｅ　ｃａｎｓ　ａｎｄ　ｖｅｓｓｅｌｓ）」、発明者：ポラット、ハヴォシャ、シ
ュヴァルズマン及びカタン（Ｐｏｒａｔ，Ｈａｖｏｓｈａ，Ｓｈｖａｒｚｍａｎ　ａｎｄ
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　Ｋａｔａｎ））には、容器の中身を測定し、かつその情報を容器から離れている人物に
中継する測定機構が記載されている。この測定機構は、例えば、体積センサ、光検出器又
はレーザー装置として実現される。情報の中継は有線又は無線で実施される。容器はゴミ
箱であることが好ましい。ゴミ箱上に設けられたディスプレイの表示は、ゴミ箱内のゴミ
の体積を利用者に示すために用いられる。遠隔受信機への体積情報の無線伝送が実施され
る場合もある。この体積情報は、空にすべきゴミ箱及び次の収集時まで放置してもよいゴ
ミ箱を示す概略的な情報をゴミ収集業者が受信することができるように、可読形式に変換
される。
【０００９】
　スマート廃棄物容器を用いた収集を実施する前述のシステム及び装置が知られているが
、都市環境における廃棄物収集用に、より最適化された廃棄物収集システムが必要とされ
ている。
【００１０】
　廃棄物管理産業は成長を続けているため、売上総利益を増やし、かつ関連する資源利用
を最適化するための効率的なプロセスが必要とされている。出版物「エンバイロメンタル
　ビジネス　インターナショナル（Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ　Ｂｕｓｉｎｅｓｓ　Ｉ
ｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ）」で提供されているデータによると、米国の固形廃棄物産業
の価値は、２０００年の３９４億米ドルから、２０１０年には５２４億米ドルまで成長し
ている。
【００１１】
　廃棄物収集会社は、異なる場所にある様々な収集所及び再資源化ステーションからの廃
棄物収集を実施する際、様々な課題に直面する。例えば、以下のような課題が挙げられる
。
（ｉ）担当の廃棄物運搬業者による廃棄物収集量が最大化されるように経路の計画及びス
ケジューリングを行うこと、
（ｉｉ）廃棄物収集の遅延により、例えば廃棄物が廃棄物容器から溢れ、安全上及び／又
は健康上の被害を招く可能性が生じたことに対する市当局からの罰金などの制裁を回避す
ること、
（ｉｉｉ）顧客廃棄物の発生に関して、例えば廃棄物容器の毎日の使用状況に基づくパタ
ーン、又は顧客が食品及び飲料製品などの資源を消費する量が増加する祝日及び週末のパ
ターンを予測すること、
（ｉｖ）廃棄物収集車両における燃料使用量の低減、廃棄物収集設備の使用量の低減、廃
棄物収集間隔の最適化などにより、資源ひいては資金を節約し、かつ廃棄物収集プロセス
が環境に及ぼす影響を低減すること。例えば、廃棄物で満杯になっていない廃棄物容器を
空にするために、廃棄物収集車両が所定の収集所まで移動することは、非常に効率が悪い
。廃棄物収集における資源の使用量が低下するように、廃棄物収集の効率を改善すること
が望ましい。
【発明の概要】
【００１２】
　本発明は、改良されたスマート廃棄物収集システムを提供することを目的とする。
【００１３】
　更に、本発明は、スマート廃棄物収集のための改良された方法を提供することを目的と
する。
【００１４】
　第１の態様によれば、添付の請求項１で定義されている廃棄物収集システムが提供され
る。提供される廃棄物収集システムは、廃棄物を収容する１つ以上の廃棄物容器と、１つ
以上の容器の廃棄物の状態を検知するために１つ以上の廃棄物容器上に設けられたセンサ
機構から、無線通信ネットワークを介して１つ以上の信号を受信するサーバシステムと、
を含み、サーバシステムが１つ以上の信号を受信したことに応じて、１つ以上の廃棄物収
集車両が１つ以上の廃棄物容器から廃棄物を収集するための最適ストラテジを計算すべく
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動作可能であることを特徴とする。
【００１５】
　本発明は、廃棄物の収集を最適化することができるという利点を有する。
【００１６】
　本発明は、例えば、満杯になった廃棄物容器に対してのみ収集を実施し、それにより、
廃棄物の収集時に、また場合によっては廃棄物の再資源化時にも、不要な労力及び資源利
用を低減することによって、廃棄物の出し手及び収集業者が、廃棄物収集量を最適化し、
廃棄物収集車両によって利用される廃棄物収集経路を最適化し、廃棄物収集車両の稼働率
を向上させることを可能にする。
【００１７】
　更に、本発明は、廃棄物収集サービスにかかる費用を削減することができ、また廃棄物
収集を実施するための燃料及び設備の使用量を低減することなどによって、廃棄物収集及
び再資源化が環境に及ぼす影響を緩和することもできる。
【００１８】
　更に、廃棄物収集システムを用いた場合、満杯になった廃棄物容器が見過ごされなくな
り、すなわち廃棄物容器が溢れる問題が発生しなくなるため、本発明は、安全性及び衛生
状態を向上させることができる。
【００１９】
　更に、本発明は、廃棄物容器の充填率、廃棄物容器の推定満杯日、廃棄物容器の廃棄物
収集予定日、及び廃棄物容器に影響を及ぼす可能性がある季節的変動など、廃棄物収集シ
ステムによって管理される監視対象の廃棄物容器に関する現在の状態情報を提供すること
ができる。
【００２０】
　更に、本発明は、再資源化行為において測定された変化に基づき、廃棄物の再資源化を
促進することができる。
【００２１】
　実施形態によっては、廃棄物収集システムにおいて、１つ以上の容器の１つ以上のセン
サ機構が、廃棄物が健康被害を招き得る発酵及び／又は生分解状態にあるか否かを特定し
、かつ対応する情報を特定して、廃棄物収集システムを制御するサーバシステムに送信す
るように構成されており、１つ以上のセンサ機構は、廃棄物の発酵及び／又は生分解レベ
ルを測定する温度センサ及びメタンセンサの組み合わせを含む。
【００２２】
　実施形態によっては、廃棄物収集システムにおいて、サーバシステムが、１つ以上の廃
棄物容器に影響を及ぼすパラメータ（Ａ）によって定義された多次元探索空間を探索して
最適ストラテジを決定するためにモンテカルロシミュレーションを用いるべく動作可能で
ある。更に実施形態によっては、廃棄物収集システムでは、１つ以上の廃棄物容器から廃
棄物を収集している間に最適ストラテジをリアルタイムで動的に修正するために１つ以上
の車両の空間位置及びそれらの廃棄物収容状態をリアルタイムで検知する車両センサ機構
が、１つ以上の廃棄物収集車両に提供される。
【００２３】
　実施形態によっては、廃棄物収集システムは、１つ以上の容器のセンサ機構がそれぞれ
、対応する廃棄物容器内の廃棄物の体積を特定する廃棄物状態センサ機構と、対応する廃
棄物容器の空間位置を特定する空間位置特定センサと、を含む。更に実施形態によっては
、廃棄物収集システムは、センサ機構が、センサ機構に関連付けられた容器の廃棄物収集
を実施してそこから廃棄物を収集する必要があることを利用者がサーバシステムに伝達す
ることを可能にする、利用者作動式入力センサを含む。
【００２４】
　実施形態によっては、廃棄物収集システムにおいて、サーバシステムが、１以上の車両
の事業者による、廃棄物容器のうちの１つ以上から廃棄物を収集するための競争入札を可
能にする、利用者ポータルを含む。
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【００２５】
　実施形態によっては、廃棄物収集システムにおいて、サーバシステムが以下を行うよう
構成される：
　１つ以上の廃棄物容器から廃棄物を収集するために１つ以上の車両の１以上の事業者に
よって提示される複数の入札価格を受け付ける複数の作業依頼を計算するための１つ以上
の信号を生成し、
　１つ以上の車両の１つ以上の車両状態を検知するために１つ以上の信号を１つ以上の車
両の１以上の事業者から受信し、
　廃棄物容器のうちの１つ以上から廃棄物を収集するために１つ以上の車両の１以上の事
業者によって提示された複数の入札価格から最低入札価格を選択し、
　前記最低入札価格の選択について１つ以上の車両の１以上の事業者に通知し、
　前記廃棄物容器のうちの１つ以上から廃棄物が収集されるまで作業依頼を追跡する。
【００２６】
　実施形態によっては、廃棄物収集システムにおいて、複数の作業依頼の計算に１つ以上
の信号が用いられ、複数の作業依頼は、容器の廃棄物状態センサ機構及び空間位置特定セ
ンサから提供された信号、並びに車両の種類及び状態に基づく。
【００２７】
　実施形態によっては、廃棄物収集システムにおいて、システムが１つ以上の車両の１以
上の事業者の車両状態を受信するように構成され、車両状態は、１つ以上の車両の１以上
の事業者によって予め入力される。
【００２８】
　第２の態様によれば、第１の態様に係る廃棄物収集システムで用いる廃棄物容器が提供
される。提供される廃棄物容器は、廃棄物容器の廃棄物の状態を特定し、かつ対応する情
報を、廃棄物収集システムを制御するサーバシステムに送信するセンサ機構を含む。
【００２９】
　第３の態様によれば、廃棄物を収容する１つ以上の廃棄物容器と、１つ以上の容器の廃
棄物の状態を検知するために１つ以上の廃棄物容器上に設けられたセンサ機構から、無線
通信ネットワークを介して１つ以上の信号を受信するサーバシステムと、を含む廃棄物収
集システムを動作させる方法が提供され、この方法は、以下を含むことを特徴とする。
（ａ）１つ以上の信号をセンサ機構から受信するようにサーバシステムを動作させるステ
ップ。
（ｂ）１つ以上の廃棄物収集車両が１つ以上の廃棄物容器から廃棄物を収集するための最
適ストラテジを１つ以上の信号から計算するステップ。
【００３０】
　実施形態によっては、上記方法は、１つ以上の廃棄物容器に影響を及ぼすパラメータ（
Ａ）によって定義された多次元探索空間を探索して最適ストラテジを決定するためにモン
テカルロシミュレーションを用いるようにサーバシステムを動作させるステップを含む。
実施形態によっては、上記方法は、１つ以上の廃棄物容器からの廃棄物の収集中に最適ス
トラテジをリアルタイムで動的に修正するために１つ以上の車両の空間位置及びそれらの
廃棄物収容状態をリアルタイムで検知する車両センサ機構を、１つ以上の廃棄物収集車両
に提供するステップを含む。
【００３１】
　実施形態によっては、上記方法は、以下を含む。
（ｄ）　廃棄物が健康被害を招き得る発酵及び／又は生分解状態にあるかどうかを特定す
るように、１つ以上の容器の１つ以上のセンサ機構を動作させるステップ。
（ｅ）　対応する情報を特定し、廃棄物収集システムを制御するサーバシステムに送信す
るステップ。
（ｆ）　温度センサ及びメタンセンサの組み合わせを含むように１つ以上のセンサ機構を
構成し、廃棄物の発酵及び／又は生分解レベルを測定するステップ。
【００３２】
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　実施形態によっては、上記方法は、１つ以上の容器のセンサ機構のそれぞれに、対応す
る廃棄物容器内の廃棄物の体積を特定する廃棄物状態センサ機構と、対応する廃棄物容器
の空間位置を特定する空間位置特定センサと、を組み込むステップを含む。実施形態によ
っては、上記方法は、センサ機構に関連付けられた容器の廃棄物収集を実施してそこから
廃棄物を収集する必要があることを利用者がサーバシステムに伝達することを可能にする
、利用者作動式入力センサを含むようにセンサ機構を構成するステップを含む。
【００３３】
　実施形態によっては、上記方法は、１つ以上の車両の事業者による、廃棄物容器のうち
の１つ以上から廃棄物を収集するための競争入札を可能にする利用者ポータルを、サーバ
システムを介して提供するステップを含む。
【００３４】
　第４の態様によれば、第３の態様に係る方法を実施するための計算用ハードウェア上で
実行可能であることを特徴とする、機械可読データ記憶媒体上に記録されたソフトウェア
製品が提供される。
【００３５】
　本発明の特徴は、添付の特許請求の範囲によって規定された本発明の要旨から逸脱する
ことなく、様々な組み合わせにおいて組み合わせてもよいことを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
　以下の図面を参照して、本願の実施形態を単なる例示として説明する。
【図１】本願に従って実施された廃棄物収集システムを示す図である。
【図２】廃棄物収集車両が、都市環境内の様々な空間位置に配置された複数の廃棄物容器
から廃棄物を収集するために利用する経路の例を示す図である。
【図３】図１の廃棄物収集システムに対する最適化計算を行う際に用いるマッピングであ
る。
【図４】本願の入札プロセスの方法に含まれるステップを示す図である。　添付図面にお
ける下線付きの数字は、下線付きの数字がその上に位置する要素、又は下線付きの数字が
隣接する要素を表すために用いられる。下線付きでない数字は、下線付きでない数字と要
素とを結ぶ線によって識別される要素に関連する。数字が下線付きでなく、それに関連付
けられた矢印を伴う場合、下線付きでない数字は、矢印が指している要素全体を識別する
ために用いられる。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　図１は、全体が１０で示された廃棄物収集システムを示す図である。システム１０は、
１つ以上の廃棄物容器２０、すなわち「ゴミ箱」を含む。それぞれの廃棄物容器２０は、
例えば回動可能に取り付けられた蓋に、廃棄物容器２０の内部領域４０の１つ以上の物理
パラメータを監視するセンサ機構３０を含み、内部領域４０は、廃棄物を収容するように
設計される。センサ機構３０は、廃棄物５０による内部領域４０の占有度を監視する１つ
以上のセンサを含む。実施形態によっては、センサ機構３０は、廃棄物５０が健康被害を
招き得る発酵及び／又は生分解状態にあるか否かを測定する可燃性ガスセンサを含む。ガ
スセンサは、以下の少なくとも１つに従って実装されることが好ましい。
（ｉ）　　固体メタンセンサ。
（ｉｉ）　電気化学ガス濃度センサ。
（ｉｉｉ）パルス熱線ペリスタセンサ。
（ｉｖ）　赤外線吸収センサ、例えば、１つ以上の赤外線活性ガス濃度の測定を可能にす
る、ＭＥＭＳチューナブル放射フィルタに基づくもの。実施形態によっては、センサの能
動電子部品は容器の外部に配置され、センサの光学ガス吸収部品は容器２０内に実装され
る。
【００３８】
　実施形態によっては、センサ機構３０は、都市環境内における廃棄物容器２０の空間位
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置を特定する位置センサ、例えばＧＰＳ又はＧＰＲＳ測定に基づく位置センサを含む。廃
棄物容器２０は、センサ機構３０に連結された無線インタフェース６０であって、センサ
機構３０からセンサ信号を受信する無線インタフェース６０も含む。無線インタフェース
６０は、例えばＧＳＭ（登録商標）又は３Ｇが実装された無線通信ネットワーク７０を介
して、センサ信号をサーバシステム１００に伝達すべく動作可能である。したがって、サ
ーバシステム１００に、１つ以上の廃棄物容器２０への廃棄物の充填度に関する周期情報
（例えば、実質的にリアルタイムな情報）が提供されることが好ましく、また、実施形態
によっては廃棄物の性質の表示、並びに任意に都市環境内の１つ以上の廃棄物容器２０に
関する空間位置情報が提供されることが好ましい。実施形態によっては、それぞれの廃棄
物容器２０には、その廃棄物容器２０を識別することができる特有の識別コードが提供さ
れ、この特有の識別コードも、無線インタフェース６０を介してサーバシステム１００に
伝達される。１つ以上の廃棄物容器２０からサーバシステム１００に伝達された情報は、
サーバシステム１００に関連付けられたデータベース１１０に保存される。
【００３９】
　サーバシステム１００は、１つ以上の廃棄物容器２０のシミュレートされたモデル、す
なわち、都市環境内における廃棄物容器２０の空間位置、廃棄物容器２０の内部領域４０
への廃棄物５０の充填度、廃棄物容器２０内の廃棄物の性質、及び廃棄物容器２０への廃
棄物５０の経時的な充填率を保持すべく動作する。更に、データベース１１０は、１つ以
上の廃棄物容器２０に関連付けられた顧客からの廃棄物発生率を調整する、経時的なパタ
ーンに関する情報を含む。経時的なパターンは、実施形態によっては、休日、祝日、及び
気候条件などを考慮する。例えば、周囲温度が高い場合に急激に酸化しやすい生物系廃棄
物にあっては、危険な微生物の蔓延などの潜在的な健康被害を回避するために、より頻度
の高い収集を必要とされることが有益である。例えば、センサ機構３０は、サーバシステ
ム１００が１つ以上の廃棄物容器２０内の温度を示すデータを受信することを可能にする
、温度センサも含む。
【００４０】
　更に、生物系廃棄物は、例えば食物、及び汚泥などの他の生物系廃棄物の発酵によって
分解され始めることがある。その場合、例えば容器２０内の条件が交互に入れ替わるか又
は変化した結果、生分解性物質が分解される。容器２０内におけるこのような条件の変化
は、以下の１つ以上を監視することによって、経時的に測定及び監視される。
（ｉ）　　　容器２０内の温度
（ｉｉ）　　容器２０内におけるガスの生成
（ｉｉｉ）　容器２０内の圧力
（ｉｖ）　　容器２０内の中身の色
（ｖ）　　　容器２０内の中身の密度
ただし、監視する要素はこれらに限定されない。容器２０内で発生する分解プロセスは、
水素、メタン及び他の炭化水素ガスなどのガスを生成し、これらのガスは、環境内の様々
な好ましくない問題、並びに健康上の問題、好ましくない臭い、爆発の危険性、及び容器
２０の配置場所によっては虫及び動物の誘引などを引き起こす可能性がある。容器２０の
中身、任意のガスの生成、又は条件の変化を監視及び測定することにより、例えば、嫌気
性消化プロセスを通じてバイオガス生産等のために廃棄物を収集する場合などにおいて利
用される方法を有益に変更することが可能になる。このようなバイオガス生成は、容器２
０の周囲、例えばレストランの構内、キッチン、及び庭の悪臭、並びに空気質の低下も招
く。更に、このようなバイオガス生成は、容器２０からの十分な換気が欠如した場合、ガ
スの膨張により、容器２０の構造を変形させる可能性がある。更に、このようなバイオガ
ス生成は、火災の原因となるだけでなく、容器２０内の物質の質にも影響を及ぼす（例え
ば、物質が重度に発酵し始め、その物質をバイオガス生産の嫌気性消化施設内で効率的に
用いることができない場合）。
【００４１】
　好ましくは、廃棄物収集システム１０は、廃棄物容器２０の廃棄物状態を特定するセン
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ステム１０を制御するサーバシステム１００に、対応する情報を送信する。センサ機構３
０、４０は、以下の少なくとも１つを監視すべく動作可能である。
（ｉ）　　　メタン濃度、
（ｉｉ）　　二酸化炭素濃度、
（ｉｉｉ）　一酸化炭素濃度 及び発酵中に生成されたその他炭化水素ガス。
【００４２】
　実施形態によっては、センサ機構３０、４０は、消費電力がわずかであり、かつ広範囲
にわたる温度変化、高湿度、及び結露領域において動作可能である。実施形態によっては
、ガスセンサなど、廃棄物５０の生分解性を測定するセンサの一部は、モジュール構造又
はセンサ機構３０、４０の追加部分として配置されることにより、必要に応じて１つの容
器２０当たり１つ以上のセンサを有するようにセンサ機構３０、４０を廃棄物収集システ
ムに追加することが可能になる。実施形態によっては、ガスセンサは、センサ機構３０、
４０の一体型部品として構成されてもよいし、センサ機構３０、４０に隣接する補助セン
サとして構成されてもよいし、又は容器２０内の環境におけるわずかな変化若しくは容器
２０内の廃棄物５０の生分解性を測定するのにより適当である場合は、センサ機構３０、
４０とは異なる位置に構成されてもよい。別の実施形態では、ガスセンサが、一度に２つ
以上の容器２０を監視するために、廃棄物容器２０の外部に配置される。すなわちそのガ
スセンサは、複数の容器２０によって共有される。ガスセンサ、すなわち生分解性センサ
は、容器２０内の生分解性物質のレベル測定にも用いられることが好ましく、多くの場合
、容器２０は、容器２０内における危険レベルのガス生成が発生した場合に対処するため
に容器２０の上方部分に設けられた、安全弁を有することが好ましい。容器２０及びその
廃棄物５０、すなわち中身の収集に対する商業的価値は、中身の性質、容器２０内部の廃
棄物５０の充填レベル、容器２０の大きさ、及び中身、すなわち廃棄物５０の生分解性レ
ベルに基づいて計算されてもよい。
【００４３】
　サーバシステム１００は、例えば、塵芥収集サービスの利益を最大化し又は塵芥収集サ
ービスの操業コストを削減すると共に、安全性要件及びサービス品質基準に準拠すること
により、廃棄物容器２０のうちの１つ以上を過剰充填状態とさせたり及び／又はそれらの
廃棄物５０が安全上の危険（例えば、食物廃棄物から発生する病気及び害獣（齧歯類など
）の蔓延）を招く可能性がある物理状態に到達させたことにより罰金及び罰則が課される
ことを回避するために、車両群１５０、例えば１つ以上の廃棄物収集車両が１つ以上の廃
棄物容器２０に対してサービスを提供するための最適ストラテジを計算すべく動作可能で
ある。
【００４４】
　機械可読データ記憶媒体上に記憶された１つ以上のソフトウェアを実行すべく動作する
コンピュータハードウェアを含むサーバシステム１００によって作成された最適ストラテ
ジは、車両群１５０に対して１つ以上の容器２０に到達するまでの移動経路を案内し、容
器２０の廃棄物５０を車両１５０内に移動し、そして廃棄物５０を１つ以上の廃棄物処分
施設又は廃棄物再資源化施設１６０まで運搬するために、車両群１５０に伝達される。実
施形態によっては、最適ストラテジは、図２に表される通り、所定の車両１５０が都市環
境内の複数の廃棄物容器２０に対してサービスを提供する際に利用する、最も効率的な経
路１７０を作成することを含む。
【００４５】
　最適ストラテジを作成するための解空間は多次元的な性質を有するため、最適ストラテ
ジの計算は簡単な作業ではない。車両群１５０の性能効率に影響を及ぼし得る因子は、表
１に記載の１つ以上の因子を含む。
【００４６】
　表１：影響因子
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【００４７】
　表１の因子は全てを網羅しているわけではなく、以下に詳細に説明されるように、廃棄
物収集システム１０が最適化計算時に考慮することができる因子の数は、これを上回るこ
ともあれば、下回ることもある。
【００４８】
　サーバシステム１０は、廃棄物収集システム１０による廃棄物収集サービスの提供が必
要な都市環境のモデル、並びに廃棄物容器２０の表現Ｃ（ｉ）を保持すべく動作可能であ
る。ｉはそれぞれの廃棄物容器２０を固有に定義する指数であり、ｉ＝１、２、３、…ｎ
であり、ｎは都市環境内でサービスが提供される廃棄物容器２０の合計数である。
【００４９】
　サーバシステム１００は、サービスが提供されるべき廃棄物容器２０間を移動する車両
１５０の全ての組み合わせに対する、コスト関数Ｆ及び廃棄物価値関数Ｇのモンテカルロ
分析を実施すべく動作可能である。この分析は、図３に示すように、順序マッピング関数
１８０を介して、ｉ＝１～ｎの容器Ｃ（ｉ）を、車両群１５０の様々な候補移動経路に対
応するテスト配列Ｋ（ｊ）にマッピングすることを必要とする。コスト関数Ｆ及び廃棄物
価値関数Ｇ、すなわち再資源化が関係する場合の廃棄物の経済価値は、以下の式１及び式
２に基づく。
[式１]

ここで、
ｍ＝　１～ｎの範囲の指数
ｑ＝　因子の種類を表す指数
ｆ＝　収集コスト関数
Ｆ＝　１～ｍの範囲における容器Ｋの収集にかかる合計コストの合計。
【００５０】
　同様に、車両群１５０によって収集される廃棄物５０の再資源化価値は、以下の式２か
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ら計算することができる。
[式２]

ここで、
ｍ＝　１～ｎの範囲の指数
ｑ＝　因子の種類を表す指数
ｇ＝　廃棄物価値関数
Ｇ＝　１～ｍの範囲における容器Ｋの収集から得られる価値の合計。
【００５１】
　順序マッピング関数１８０は、廃棄物容器２０間の様々な経路を、サーバシステム１０
０内の計算によってシミュレートすることを可能にする。いくつかの経路の組み合わせは
効率的でない可能性があると見なされ、その後、最適化の目的においてはサーバシステム
１００の計算負担を軽減するために無視されるものであろうと、全ての経路の組み合わせ
を探索することが好ましい。
【００５２】
　サーバシステム１００は、指数ｍと順序マッピング関数１８０との関数として、関数Ｆ
及びＧの最適値を計算すべく動作可能である。関数Ｆ及びＧの最適値が見つかったら、順
序マッピング関数１８０によって定義された経路は、選択された１つ以上の廃棄物容器２
０から廃棄物５０の収集を実行するために、車両群１５０の運転手への指示に適した形式
に変換される。
【００５３】
　廃棄物５０の収集の実行中、実施形態によっては、１つ以上の車両１５０は、ＧＰＳ又
は類似の位置検出センサと、１つ以上の車両１５０の位置の表示を、１つ以上の車両１５
０に廃棄物保持可能容量がどれだけ残っているかの表示と共に、リアルタイムでサーバシ
ステム１００に提供する無線インタフェースとを備える。その結果、サーバシステム１０
０は、前述のようにリアルタイムのモンテカルロ計算を実施することにより、例えば、車
両１５０のうちの１つ以上が収集巡回時に遅延した場合や、車両１５０のうちの１つ以上
が故障して修理が必要になった場合や、車両１５０のうちの１つ以上に予想よりも多くの
廃棄物収集可能容量が残っている場合などに、環境条件が容器２０のうちの１つ以上から
の廃棄物５０の収集に影響を及ぼしている間、リアルタイムで廃棄物５０の収集を最適化
できるように、１つ以上の車両１５０の移動経路を修正して最適化すべく動作可能である
。実施形態によっては、車両群１５０は特定の種類の廃棄物５０を処理することに特化し
、かつそれらの経路は、廃棄物収集目的でサービスを提供することができる種類の容器２
０に基づいて、前述のように計算される。
【００５４】
　関数Ｇ、ｇは、廃棄物５０の価格、すなわち「ゴミ」の価格によって決まる（例えば、
再利用のために販売することができる金属や紙廃棄物等）。更に、関数Ｆ、ｆは、有害毒
性廃棄物など、様々な種類の廃棄コストによって決まる。また、サーバシステム１００内
で実施される計算モデルは、容器２０に対する廃棄物収集作業を考慮しながら、時間の関
数として容器２０における廃棄物５０の予想される量を計算して、容器が過剰に充填され
た状態とならないようにし、容器２０が過剰に充填されたことに対して課される罰則を回
避するよう努める。実施形態によっては、容器２０には、利用者作動式の「空にしてくだ
さい」スイッチが設けられ、このスイッチは、利用者が、それら容器２０を空にするのが
望ましいというメッセージを無線でサーバシステム１００に送信するために作動させるこ
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とができるものである。このスイッチは、例えば、建物のリフォーム作業、ポップコンサ
ート、レイブパーティなど、相当量の廃棄物の発生が見込まれる活動を行う予定の利用者
による予想において作動され得るものである。
【００５５】
　サーバシステム１００は、例えば、インターネット、移動体通信ネットワーク、モバイ
ルアプリケーションなどのうちの少なくとも１つを介して提供される入札システムを支援
すべく動作可能であることが好ましく、それぞれが関連付けられた１つ以上の車両１５０
を有する複数の廃棄物収集企業又は個人事業者が、表１、並びに式１及び式２を用いて決
定される最適な収集計画であって、サーバシステム１００によって提示される当該収集計
画に従って容器２０のうちの１つ以上から廃棄物５０の収集を実行することについて競争
入札に参加できることが好ましい。
【００５６】
　実施形態によっては、サーバシステム１００は、容器２０に取り付けられたセンサから
複数の情報を収集する。この複数の情報は、容器が満杯になる見込み（容量の９０％まで
充填されている場合など）に関する正確な予測、容器の種類、それぞれの場所にある容器
の数量、廃棄物成分の種類、容器内の全ての廃棄物の体積及び重さに関する正確な予測、
廃棄物の価値（１トン当たりの価格）、それぞれの容器の場所、それぞれの場所の間の距
離などの情報に関する。容器２０から収集された複数の情報は、複数の廃棄物収集企業を
対象とする複数の作業依頼を生成するために処理される。廃棄物収集企業から提供される
車両の種類に応じて、サーバシステム１００の操作者は、逆オークションを実施すること
が好ましい。この場合、所定の車両にとって望ましい種類及び量の廃棄物で十分に充填さ
れた容器２０に関して最適な収集経路の範囲内にある車両は、廃棄物収集作業の実施を希
望するか否か、及びその価格の提示を求められる。実施形態によっては、作業依頼には、
最適な経路の距離、廃棄物の価値、作業の完了に必要な時間の合計、必要なトラックの種
類、容器の種類、及び廃棄物成分の種類などの情報が表示される。例えば、複数の作業依
頼が表２に示されるものと同様の形式で表示される。
【００５７】
　表２：収集巡回の実施に関するオークションの例

【００５８】
　実施形態によっては、サーバシステム１００は、様々な企業が自社の車両群１５０に関
するパラメータを入力することができるポータルを提供する。パラメータは、トラックの
種類（フロントローダ、リアローダ、サイドローダ、クレーンなど）、トラックの容量、
好適な廃棄物成分、運搬業者が対応可能な割当作業時間種類（２時間、４時間又は８時間
の作業）、サービス提供可能な地域の地理的情報（ジオフェンス）、稼働可能状況（時間
／日付）などに関する。ポータルは、様々な企業が、複数の作業依頼に表示された情報及
び車両群１５０に関連するパラメータに基づき、複数の作業依頼に対して入札することを
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可能にすることが好ましい。この場合、ポータルは、様々な企業が、車両群内の車両（好
ましくは、例えば約２００ｋｍの範囲内にある車両群内の車両）の場所に基づいて入札す
ることを可能にすることが好ましい。町内及び市内の作業依頼への申請における範囲は、
拠点となる集積所から最大半径約５０ｋｍ、より好ましくは最大半径約１０ｋｍの範囲で
あってもよい。実施形態によっては、ポータルは、作業依頼に関する情報をリアルタイム
で提供し、かつ車両群に関連するパラメータに基づき、様々な企業にとっての潜在的なコ
スト／利益を生成する。ポータルの一実施形態は、以下の付録Ａで説明されている情報と
共に、収集に適した容器２０及び表示された作業の投資利益率（ＲＯＩ）を示すダッシュ
ボードを含む。
【００５９】
　実施形態によっては、サーバシステム１００は、作業依頼への最低入札価格を選択し、
その選択、及び容器２０のうちの１つ以上からの廃棄物５０の収集を実施する車両群１５
０の車両について、企業に通知する。サーバシステム１００は、作業の完了時まで、複数
の作業依頼を追跡することが好ましい。この追跡は、車両に経路情報を提供すること、タ
イミングを監視すること、並びにそれぞれの容器２０を空にするイベントを監視すること
により作業の完了を確実とすることに関する。これにより、企業からの競争入札が可能と
なり、その結果、廃棄物容器２０に対して、廃棄物収集を目的として、商業上最も効率的
な方法でサービスの提供が為される。ポータルは、廃棄物容器２０のうちの１つ以上の廃
棄物充填状態を、例えば顧客の機密を保持する目的でそれらの空間位置は介さない、それ
らに特有の識別情報に基づき、塵芥収集企業などの第三者が閲覧できるようにすることが
好ましい。
【００６０】
　サーバシステム１００は、廃棄物容器２０からの廃棄物収集に対して代金を支払う顧客
にも利益をもたらすことが好ましい。顧客は落札価格における自己の負担分のみを支払う
。サーバシステム１００は、顧客の負担分を特定するために、例えば以下の１つ以上の要
素を考慮する。
（ｉ）　　　充填率が８０％を超えた容器２０
（ｉｉ）　　運搬業者にとっての物質価値
（ｉｉｉ）　間接的な運転コスト（集積所と投棄場との間）
（ｉｖ）　　顧客固有の容器の収集に関する正確な運転コスト／負担分
例えば、顧客にもたらされる利益の一実施形態が、末尾の付録Ａに示されている。
【００６１】
　実施形態によっては、サーバシステム１００は、対応する廃棄物容器２０から収集され
た廃棄物５０（実施形態によってはその性質も含む）に応じて、廃棄物容器２０に関連付
けられた顧客に請求書を送付すべく動作可能である。このような請求書送付は、廃棄物５
０の量に応じて、例えば、電子メールなどのインターネット通信を介して自動的に実施さ
れることが好ましい。これにより、廃棄物５０の発生量削減が促され、従って、廃棄物収
集システム１０によって管理される都市環境において、資源利用が効率化される可能性が
ある。
【００６２】
　現在知られている（例えば、市当局との合意を得ている）廃棄物収集機構は極端に変化
が少なく、かつ用いる価格設定機構も固定される傾向があるため、廃棄物収集及び廃棄物
再資源化におけるベストプラクティスの革新及び開発が阻害されている。
【００６３】
　実施形態によっては、廃棄物収集システム１０は、廃棄物を収容する１ｍ３～１０ｍ３

の範囲の内部領域を有する廃棄物容器など、大きな地下廃棄物容器又は地上容器と組み合
わせて用いてもよい。廃棄物収集システム１０は、清潔さを向上させ、それにより、都市
環境内に病気が蔓延するリスクを低減することができる。生物学的な観点から考えると、
都市環境は、全身性病原菌（例えば、中世ヨーロッパにおいて人口の３０％が犠牲となっ
た黒死病の原因である腺ペスト）に容易に感染する可能性がある、人間の大規模なモノカ
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ルチャーを表す。したがって、本発明を利用して、より効率的に１つ以上の容器２０から
廃棄物５０を収集すれば、齧歯類など、そのような病気のベクターの数が増えることを防
止することにより、将来的においてそのような病気の大流行が発生するリスクを低減する
ことができる。
【００６４】
　代替実施形態では、容器の入札プロセスが、穀物、牛乳、水、油、砂、砂利、又は他の
物質若しくは液体などの中身を充填させる必要がある容器又は貯蔵手段に適用されるよう
に、逆に適用されてもよい。この場合、トラック又はローリーが集積所又は貯蔵施設への
製品の配送を完了させる作業に対して入札が実施される。したがって、そのような貯蔵手
段の監視は、例えば、容器が空になる時点又は容器が間もなく空になる時点を示すように
設定されるだろう。製造所、港、空港、農業、鉱業、精製所などの適用例では、貯蔵手段
が、２５％、１５％、又は１０％未満の充填率など、空とされるレベルに近付いた際に再
充填される必要がある貯蔵手段に対して、このような監視を用いてもよい。
【００６５】
　前述の本発明の実施形態には、添付の特許請求の範囲に記載される本発明の要旨から逸
脱することなく変更が為され得る。本発明を記載及びクレームするのに用いられる「含む
」（"ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ"）、「備える」（"ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ"）、「組み込む」（
"ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｉｎｇ"）、「から成る」（"ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｏｆ"）、「
有する」（"ｈａｖｅ"）、「である」（"ｉｓ"）などの表現は、非排他的に解釈され、す
なわち明示的に記載されていない要素、構成要素、又は要素の存在も許容されることを意
図している。単数形による記述は、複数形にも関連するものとして解釈すべきである。添
付の特許請求の範囲において括弧で囲まれた数字は、請求項の内容を理解しやすくするこ
とを目的としており、これらの請求項が請求する対象を、いかようにも限定するものと解
釈すべきではない。
【００６６】
〔付録Ａ〕
　本付録では、１つ以上の容器の収集に関する入札プロセスを概略的に示す図４を参照し
て、３日以内に収集を実施する必要がある容器２０に関する入札プロセスの例を提供する
。
【００６７】
ステップ１
　顧客１（Ｃ１）は２つの場所を有し、顧客Ｃ４は３つの場所を有し、顧客Ｃ８は２つの
場所を有するため、合計７つの場所にある容器２０から、３日以内に廃棄物を収集する必
要がある。
　エネボ・ワン・コレクト（商標）（Ｅｎｅｖｏ　Ｏｎｅ　ＣｏｌｌｅｃｔＴＭ）システ
ムには、前述の場所に関する以下の情報が提供される。
１．　容器が間もなく満杯になる（例えば、容量の９０％まで充填されている）ことに関
する正確な予測
２．　容器の種類に関する情報
３．　それぞれの場所にある容器の量に関する情報
４．　廃棄物成分の種類に関する情報
５．　１つ以上の容器２０内の全ての廃棄物の体積及び重さに関する正確な予測
６．　図４ではＶｎとして示されている廃棄物の価値（１トン当たりの価格）
７．　それぞれの容器２０の空間位置
８．　それぞれの場所の間の距離
【００６８】
ステップ２
　次に、エネボ・ワン・コレクト（商標）（Ｅｎｅｖｏ　Ｏｎｅ　ＣｏｌｌｅｃｔＴＭ）
システムは、前述の８つのパラメータに基づいて作業依頼を生成した後、その依頼を、廃
棄物収集サービス提供者の候補となる業者が作業を落札するために入札することができる



(17) JP 6438407 B2 2018.12.12

10

20

30

40

50

公開プールに投稿する。作業依頼は、限られた時間だけ入札を受け付けるように公開され
、例えば以下の情報を含む。
１．　全ての場所に対してサービスを提供し、かつその場所にある満杯になった全ての容
器の収集を実施するために最適化された経路の合計距離に関する推定値
２．　廃棄物の価値（すなわち仲介価格）、量（体積及び重さ）に関する推定値
３．　作業に要する時間に関する推定値（例えば、場所間の運転時間、容器の種類に基づ
く収集時間、場所における準備時間、並びに経路の入口及び集積所の運転時間に基づいて
計算される）
４．　作業に必要又は好適なトラックの種類
５．　廃棄物成分の種類
６．　容器の種類に関する情報

例：

【００６９】
ステップ３
　廃棄物／再資源化収集会社（すなわち運搬業者）は、エネボ・ワン・コレクト（商標）
（Ｅｎｅｖｏ　Ｏｎｅ　ＣｏｌｌｅｃｔＴＭ）システムにアクセスし、公開されている全
ての作業依頼及びそれらの現在の入札状態を監視することができる。運搬業者は、自社の
収集車両（すなわちトラック）に関する情報を予め入力する。以下の情報が入力される。
１．　トラックの種類（フロントローダ、リアローダ、サイドローダ、クレーンなど）
２．　トラックの容量
３．　好適な廃棄物成分
４．　運搬業者が対応可能な割当作業時間の種類（２時間、４時間又は８時間の作業）
５．　サービス提供可能な地域の地理的情報（ジオフェンス）
６．　稼働可能状況（時間／日付）

　次に、運搬業者は、予め入力された車両情報に基づく全ての好適な作業依頼を監視する
ことができる。好適な作業依頼が入札可能である場合、運搬業者はシステムに入札価格を
入力することができる。運搬業者が作業に関する実際の情報を入手した後、エネボ（Ｅｎ
ｅｖｏ）システムは、所定のパラメータに基づく潜在的なコスト／利益を正確に計算すべ
く動作する。
【００７０】
ステップ４
　エネボ・ワン・コレクト（商標）（Ｅｎｅｖｏ　Ｏｎｅ　ＣｏｌｌｅｃｔＴＭ）システ
ムは、入札プロセスを処理し、作業依頼に対する最低入札価格を選択する。図４ではＥｎ
として示されている、契約を落札した運搬業者が作業を受注する。運搬業者は通知を受け
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作業依頼で要求されている時間／日付に対して確保される。
　その後、エネボ・ワン・コレクト（商標）（Ｅｎｅｖｏ　Ｏｎｅ　ＣｏｌｌｅｃｔＴＭ

）システムは、運搬業者のトラックが作業を実施するための最適な経路を計算する。経路
情報は、トラックの配置場所に関して予め入力されたデータに基づいて計算される。この
経路の最適化は、効率的な作業の実施のために考慮する必要がある、重要なパラメータの
１つである。
【００７１】
ステップ５
　エネボ・ワン・コレクト（商標）（Ｅｎｅｖｏ　Ｏｎｅ　ＣｏｌｌｅｃｔＴＭ）システ
ムは、それぞれの作業依頼を追尾し、作業が完了することについて追跡し続ける。この追
跡は、運搬業者に提供された経路計算結果に基づいて実施され、タイミング、それぞれの
容器を空にするイベント、及び容器の収集を実施した後の充填レベルが監視される。これ
により、廃棄物を出す顧客に対して、作業が実施されたことを保証できる。
【００７２】
ステップ６
　作業依頼に関連する容器を所有する廃棄物を出す顧客間において落札料金が分担される
。この料金は、エネボ・ワン・コレクト（商標）（Ｅｎｅｖｏ　Ｏｎｅ　Ｃｏｌｌｅｃｔ
ＴＭ）ウェブシステムによって計算され、電子的に（例えば、クレジットカード又はペイ
パル（ＰａｙＰａｌ）を介して）請求される。
料金は以下のパラメータの和に基づいて計算される。
１．　作業依頼に対する運搬業者の間接的な運転距離の合計を、特定の顧客の容器の収集
を実施する際に運転する必要があったキロメートル数の総和で除算したもの
２．　顧客の容器の収集を実施する際に運転する必要があったキロメートル数の総和
３．　特定の顧客の容器を空にするのにかかった時間（例えば、２４０リットルの車輪付
き大型ゴミ箱を空にするのには約１５秒かかり、８立方ヤードのダンプスターを空にする
のには６０秒かかる）
４．　特定の顧客の容器から収集された総量（すなわち体積及び重さ）
５．　物質価値により控除される分
【００７３】
ステップ７
　廃棄物を出す顧客から徴収された落札料金は、廃棄物収集会社の口座に入金される。料
金を運搬業者に入金する前に、エネボ・ワン・コレクト（商標）（Ｅｎｅｖｏ　Ｏｎｅ　
ＣｏｌｌｅｃｔＴＭ）システムは、請求されたそれぞれの作業依頼に対して委託／仲介手
数料を差し引く。収集に関する入札においては、労働コスト、運転コスト、準備時間、容
器の中身のエネルギー容量、市場指数、容器の中身の価値のうちの少なくとも１つが考慮
される。
　代替実施形態では、容器の入札プロセスが、穀物、牛乳、水、油、砂、砂利、又は他の
物質若しくは液体などの中身で充填される必要がある容器又は貯蔵手段に適用されるよう
に、逆に適用されてもよい。この場合、トラック又はローリーが集積所又は貯蔵施設への
製品の配送を完了させる作業に対して入札が実施される。したがって、そのような貯蔵手
段の監視は、例えば、容器が空になる時点又は間もなく空になる時点を示すように設定さ
れるだろう。
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